
女性医師バンクの新たな
取り組みのご紹介 



女性医師バンク4つの改革 

1.ホームページの刷新 

 

2. 広報活動の強化 

 

3.登録者へのフォローの強化 

 

4.都道府県医師会との連携強化 
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1.ホームページの刷新 

～現ホームページ課題～ 

◆利用者にとって操作性・利便性が低い。 

◆「医師 求人」などのキーワード検索で当バンクのサイトが検索結果の上
位表示されず、求職中の先生の目に触れる機会が少ない。 

  ➡求人・求職ともに登録者数が伸びない。 

 

 
新しいホームページの制作（4月リニューアル予定） 

◆利用者の方が登録しやすく、また、求人検索がしやすいサイトへ 

◆キーワード検索で上位表示されるサイトへ 

◆スマートフォン対応！全世代から親しまれるサイトへ 

使いやすいホームページへと生まれ変わります！ 2 



現ホームページ 

新ホームページ（制作中） 

＊トップページに求人検索機能を設け、利便性をアップ。 
＊求職者・求人側のログイン画面を大きく設け、年齢問 
 わず使いやすいデザインに。 
＊初めての方にも安心して使用いただけるように女性医 
 師バンクの使い方ページを追加作成。 

1.ホームページの刷新 
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50件中 1-10 件目 

新ホームページ（制作中） 

＊検索結果の表示方法を従来より詳しい内容が一目でみれるよ
うなデザインに。 
＊「院内保育」「時短勤務OK」などの女性医師ならではのキー
ワードで検索できる機能を追加 
 

現ホームページ 

1.ホームページの刷新 
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2.広報活動の強化 

学会・総会等での展示が中心であった広報活動をより強化するため、
以下の取り組みをおこないます。 
 

（１）学会・総会等でのブース展示に加え、セッション等への更なる参加など有 

   効的な方法を検討。 

 

（２）新たに求人用のチラシを制作し、各医療機関の医師採用担当者宛てに送付 

 

（３）雑誌媒体への広告および女性医師支援に関わる記事の掲載 

 

（４）WEB広告、リスティング広告等のネット系広告ツールの活用 

 

 

 

必要とされる方へ当バンクの存在をよりアピールします！ 5 



（２）求人用のチラシ作成について 

2.広報活動の強化 

新たに求人用のチラシを作成し、2016年度は第1弾とし

て「東京、神奈川、大阪、千葉」の病院・診療所合わ
せ約3万か所に送付。 
 
【結果】 
 送付後3日間で約100件を超える求人施設の登録につ
ながりました。 

2017年度は、第2弾として、順次全国への発送を検討
中。 

【今後】 

求人数の増加＝求職者成立数のアップ が期待されます！  
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2.広報活動の強化 

（３）雑誌媒体への広告および女性医師支援に関わる記事の掲載 
 

①CLINIC BAMBOO ②phase３ 

対象者：開業医 
発行部数：2万4千部 
 

対象者：病院経営者、管理者 
発行部数：3万部 
 

③厚生労働 

まずは勤務環境の整備という視点で開業医や病院管理者、自治体等を主な対象とした媒体へアプローチをする。
社会的背景や女性医師支援の必要性、雇用側や女性医師の実際の声などを取り上げ、数回に分けた連載を予定。 
座談会やインタビュー形式により、読者が読みやすく身近な問題であると実感できるような構成を検討中。 
今後は女性医師（求職側）を対象にした媒体へのアプローチを検討。 

④日経メディカ
ル 

⑤日本医事新報 

対象者：開業医、勤務医 
発行部数：10万5千部 

対象者：診療所、大学、国
公立病院等の大規模病院の
管理職、勤務医 
発行部数：4万5千部 

対象者：自治体、病院経営
者、企業 
発行部数：10万部 
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2.広報活動の強化 

（４）WEB広告、リスティング広告等のネット系広告ツールの活用 
 

リスティング広告 

特定のキーワードを検索した際、 
検索結果ページの上位に掲載されます。 
 

ディスプレイ広告 

ターゲットを絞り、バナー広告を表示。 
 

求職・求人ともにネット上での宣伝が一番の得策だと考えられるため、今
後は、WEB広告およびWEB広報にも注力します。 
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3.登録者へのフォローの強化 

既にご登録いただいている求職者、求人施設の現状把握を行い、 

常に最新の情報を提供できるようフォローを強化します。 

 

＊求職登録者の現状確認  ➡ 再求職者の掘り起こしへ 

 

＊求人情報の現状確認 ➡ 常に新しい求人情報の提供 

 

 

 
登録者の最新状況を把握することで成立件数アップへとつながります。 
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4.都道府県医師会との連携強化 

 女性医師バンクは全国から求職者が登録 

 ➡しかし、地方の求人情報や女性医師支援の情報が乏しいのが 

  現状 

     

 

 

 

都道府県医師会の担当者との連携を強化することで、全国の 

求職登録者へのフォロー体制強化につながる。 

また、都道府県医師会のドクターバンクの情報や都道府県医師会でお持
ちの求人・求職情報と女性医師バンクの情報を共有することで、お互い
の成立件数の増加につながります。 
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（１）都道府県医師会とのネットワーク構築 

都道府県医師会の窓口担当者1名の設置（担当者把握）・連絡網作成 

   ➡窓口担当者を1名ご選任をお願いいたします。 

   

 

   

  ・求人および求職情報を共有 

  ・女性医師支援事業に関する情報の共有・業務連携 

      

全国の担当者連絡網を作成する
ことで、担当者同士でも情報交
換や事業に関わる問い合わせな
ど必要な際にご連絡可能。 

4.都道府県医師会との連携強化 

全国ネットワークを構築し、より効果的な女性医師
支援体制の強化を目指します！ 11 



（２）都道府県医師会における「女性医師バンクのシステム」 
   活用のご提案 

 ●都道府県医師会での女性医師バンクの求人情報の提供 
  ➡都道府県医師会に求職者がご登録およびご相談があった際、当バンクの 

   システムで求人を閲覧。条件にあった求人があった際は、当バンクコー 

   ディネーターまでご連絡いただければ調整いたします。 

 
 ●都道府県医師会から女性医師バンクへ求職・求人情報の登録 
  ➡ドクターバンクを保有しない医師会、またはドクターバンクはあっても検索システムを 

   保有していなかったり担当コーディネーターが不在の医師会においては、 

   求職・求人いずれもご相談があった際に女性医師バンクにご登録いただくことで、 

   求職者の就業斡旋を女性医師バンクのコーディネーターが行わせていただくことも 

   可能です。 

  ➡求人情報も女性医師バンクにご登録いただくことで、県内求職者だけでなく転居等の理由 

   により他県からの求職者も含め、より多くの求職者の目に触れる機会が増えます。 

4.都道府県医師会との連携強化 
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求人・求職情報登録 

都道府県医師会ドクターバンクの情報を窓口担当者様が女性医師バンクにご登録いただきますと、 
求職者につきましては女性医師バンクのコーディネーターが斡旋をお手伝いさせていただきます。
求人情報につきましては女性医師バンク登録者にご紹介させていただきます。 

求職者就業成立時にはご担当者へ報告いたします。 

※求職・求人ともに都道府県バ
ンクに登録があった際は日本医
師会女性医師バンクにも登録す
る旨の確認が必須 

担
当
者 

求
職
者 

都道府県医師会 
ドクターバンク 

求人情報 

女性医師バンクコーディネーターが就業斡旋 

求人情報 

日本医師会 
女性医師バンク 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

該当の求職者に求人をご紹介 

女性医師バンクシステムをご活用いただくイメージその１ 
 （イ）女性医師バンクに求人・求職情報を登録してご活用いただく方法 

求
職
者 

求人情報をご登録いただくことでより多くの求職者の目に触れる機会ができます！ 
都道府県医師会でのコーディネート業務負担が軽減できます！→人員確保・運営費用の削減 
ご登録いただいた中から就業決定した際は都道府県医師会ドクターバンクの就業成立ともしていただけます！ 13 



都道府県医師会ドクターバンクの情報と女性医師バンクの登録情報を共有。 

コーディネーターがいない県については女性医師バンクのコーディネーターが都道府県医師会ドク
ターバンクにご登録いただいている求職者に対し、就業斡旋を行わせていただくことも可能です。 

求職者就業成立時にはご担当者へ
報告いたします。 担

当
者 

求
職
者 

都道府県 
ドクターバンク 

求人情報 求人情報 

日本医師会 
女性医師バンク コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

女性医師バンクシステムをご活用いただくイメージその２ 
 （ロ）女性医師バンクと情報を内部共有しご活用いただく方法 

求
職
者 情報共有 

都道府県医師会ドクターバンクと女性医師バンクの情報を共有することで求職者により多くの
求人情報を提供でき、就業成立数アップへとつながります！ 14 



都道府県医師会としてのメリット 

 ・より多くの求人情報を提供できることで就業成立数増加へとつながる。 

 ・ドクターバンク未設置の都道府県医師会は女性医師バンクシステムを利用する 

  ことで、支援相談があった際に就業斡旋が可能。 

 （コーディネートは女性医師バンクのコーディネーターがお手伝い可能） 

 

女性医師バンクとしてのメリット 

 ・広報活動のさらなる強化につながる。 

 ・地域情報の把握ができ、相互協力が可能となる。 

 ・求人・求職情報増による効率的な就業斡旋が可能となることにより、 

  就業成立数の増加が見込まれる。 

 

4.都道府県医師会との連携強化 

（３）まとめ 
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